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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貫通孔を有する電池素子と、
　前記電池素子を収容し、少なくとも１つの薄壁部を周面に有する円筒缶と
　を備え、
　前記電池素子の平均外径に対する前記貫通孔の平均孔径の比率は、１７％以下であり、
　前記薄壁部は、前記周面の一端から０％以上３０％以下および７０％以上１００％の範
囲の領域の一方または両方に設けられている電池。
【請求項２】
　前記周面の高さに対する前記薄壁部の長さの比率は、５％以上３０％以下である請求項
１に記載の電池。
【請求項３】
　前記円筒缶の厚さに対する前記薄壁部の厚さの比率は、１％以上９０％以下である請求
項１に記載の電池。
【請求項４】
　前記円筒缶の厚さに対する前記薄壁部の厚さの比率は、１０％以上８０％以下である請
求項３に記載の電池。
【請求項５】
　前記円筒缶の外径に対する前記薄壁部の幅の比率は、１６％以下である請求項１に記載
の電池。
【請求項６】
　前記円筒缶の外径に対する前記薄壁部の幅の比率は、８％以下である請求項５に記載の
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電池。
【請求項７】
　前記薄壁部は、前記円筒缶の中心軸に対して平行に延設されている、または電池缶の中
心軸と１０°以内の角度をなすように延設されている請求項１に記載の電池。
【請求項８】
　前記周面の一端から０％以上３０％以下および７０％以上１００％の範囲の領域の一方
または両方が、前記薄壁部を２つ以上含んでいる請求項１に記載の電池。
【請求項９】
　前記周面の一端から０％以上３０％以下および７０％以上１００％の範囲の領域の一方
または両方が、前記薄壁部を３つ以上含んでおり、該３つ以上の薄壁部は、前記周縁の周
方向に等間隔で設けられている請求項１に記載の電池。
【請求項１０】
　前記周面の一端から０％以上３０％以下および７０％以上１００％の範囲の領域の一方
または両方が、前記薄壁部を３つ以上含んでおり、隣り合った前記薄壁部と前記円筒缶の
中心軸とを結ぶ線分のなす角度が１１０°以上１２０°以下の範囲である請求項１に記載
の電池。
【請求項１１】
　前記円筒缶内でガスが発生したときに該ガスを放出する安全弁をさらに備え、
　前記薄壁部のガス開放圧は、前記安全弁のガス開放圧よりも高い請求項１に記載の電池
。
【請求項１２】
　前記電池素子は、以下の式（１）で表される平均組成を有する正極活物質を含む正極を
備える請求項１に記載の電池。
　ＬｉvＮｉwＭ’xＭ’’yＯz　・・・（１）
（式中、０＜ｖ＜２、ｗ＋ｘ＋ｙ≦１、０＜ｗ≦１、０≦ｘ≦０．５、０≦ｙ≦０．５、
０＜ｚ＜３であり、Ｍ’およびＭ’’は、Ｃｏ（コバルト）、Ｆｅ（鉄）、Ｍｎ（マンガ
ン）、Ｃｕ（銅）、Ｚｎ（亜鉛）、Ａｌ（アルミニウム）、Ｃｒ（クロム）、Ｖ（バナジ
ウム）、Ｔｉ（チタン）、Ｍｇ（マグネシウム）、Ｚｒ（ジルコニウム）から選択される
少なくとも１種以上である。）
【請求項１３】
　前記薄壁部は、溝または平面部である請求項１に記載の電池。
【請求項１４】
　前記周面は、前記円筒缶の絞り加工部から底部までの範囲に設けられている請求項１に
記載の電池。
【請求項１５】
　請求項１に記載の電池と、
　前記電池を制御する制御部と
　を備える電池パック。
【請求項１６】
　請求項１に記載の電池を備え、
　前記電池から電力の供給を受ける電子機器。
【請求項１７】
　請求項１に記載の電池と、
　前記電池から電力の供給を受けて車両の駆動力に変換する変換装置と、
　前記電池に関する情報に基づいて車両制御に関する情報処理を行う制御装置と
　を備える電動車両。
【請求項１８】
　請求項１に記載の電池を備え、
　前記電池に接続される電子機器に電力を供給する蓄電装置。
【請求項１９】
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　他の機器とネットワークを介して信号を送受信する電力情報制御装置を備え、
　前記電力情報制御装置が受信した情報に基づき、前記電池の充放電制御を行う請求項１
８に記載の蓄電装置。
【請求項２０】
　請求項１に記載の電池を備え、
　前記電池から電力の供給を受ける電力システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上述の課題を解決するために、第１の技術は、貫通孔を有する電池素子と、電池素子を
収容し、少なくとも１つの薄壁部を周面に有する円筒缶とを備え、電池素子の平均外径に
対する貫通孔の平均孔径の比率は、１７％以下であり、薄壁部は、周面の一端から０％以
上３０％以下および７０％以上１００％の範囲の領域の一方または両方に設けられている
電池である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
（電池の組み立て工程）
　電池を次のようにして組み立てた。まず、上述のようにして得られた正極と負極とを厚
み２３μｍの微多孔性ポリエチレン延伸フィルムよりなるセパレータを介して、負極、セ
パレータ、正極、セパレータの順に積層し、多数回巻回することにより、電池素子として
ジェリーロール型の巻回電極体を得た。なお、巻回電極体の平均外径および平均孔径（平
均内径）の比率が、平均外径：平均孔径＝１００：１２．５（φ２．２ｍｍ）となるよう
に設定された。すなわち、巻回電極体の平均外径Ｒに対する巻回電極体の平均孔径ｒの比
率（（ｒ／Ｒ）×１００）が、１２．５％となるように設定された。
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